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NY マーケットレポート（2015 年 9 月 25 日) 
NY外国為替市場では、序盤に発表された 4-6 月期の米 GDP 確定値や、個人消費が市場予想を上回り、1-3 月期に減速した米景気が完

全に改善したことが示される結果となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。しかし、米債利回りが低下したことか

ら、ドルの上値はやや限定的となった。その後は、米株価が大きく上昇したことから、ドル円・クロス円は堅調な動きが見られたものの、終盤

には株価が上げ幅を縮小したことを受けて、やや軟調な動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 121.02  ユーロ/円 135.08  ユーロ/ドル 1.1163 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6112.33 +150.84 
ダウ 

先物ミニ 
16352 +253 

 

 

仏 CAC40 4500.47 +153.23 
S&P 

500 ミニ 
1946.25 +27.50 

 

 

独 DAX 9708.95 +281.31 
NASDAQ 

100 ミニ 
4303.00 +57.00 

 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2Q 米 GDP（前期比年率） 3.9％（予想 3.7%・前回 3.7%） 

 

2Q 米個人消費（前期比） 3.6％（予想 3.2%・前回 3.1%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米 GDP≫ 

        2Q 確定・2Q 改定・2Q 速報・ 1Q・・・4Q・・・3Q・・・ 2Q・・・1Q  

ＧＤＰ・・・・・3.9・・・3.7・・・2.3・・ 0.6・・ 2.1・・ 4.3・・ 4.6・・-0.9 

個人消費・・・・3.6・・・3.1・・・2.9・・ 1.8・・ 4.3・・ 3.5・・ 3.8・・ 1.3 

耐久消費財・・・8.0・・・8.2・・・7.3・・ 2.0・・ 6.1・・ 7.5・・13.9・・ 2.6 

非耐久消費財・・4.3・・・4.1・・・3.6・・ 0.7・・ 3.2・・ 2.4・・ 3.4・・ 0.4 

サービス・・・・2.7・・・2.0・・・2.1・・ 2.1・・ 4.3・・ 3.1・・ 2.4・・ 1.4 

住宅投資・・・・9.3・・・7.8・・・6.6・・10.1・・10.0・・ 3.4・・10.4・・-2.8 

政府支出・・・・2.6・・・2.6・・・0.8・・-0.1・・-1.4・・ 1.8・・ 1.2・・ 0.0 

最終需要・・・・3.9・・・3.5・・・2.4・・-0.2・・ 2.1・・ 4.3・・ 3.5・・ 0.4 

国内最終需要・・3.7・・・3.2・・・2.2・・ 1.7・・ 3.0・・ 3.8・・ 3.6・・ 1.8 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月メキシコ貿易収支 -28 億 0050 万 USD（予想 -18 億 2500 万 USD・前回 -22 億 6690 万 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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22：15 

≪ 要人発言 ≫ 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・「金利政策を正常化すべき論拠は、極めて強い」 

 

 

22：34 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16386.05 +184.73 

ナスダック 4774.56 +40.08 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月マークイット米国サービス業 PMI 55.6（予想 55.6・前回 56.1） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ミシガン大学消費者信頼感指数 87.2（予想 86.5・前回 85.7） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

         9 月確報・9 月速報・・8 月・・・7 月・・・6 月・・5 月・・・4 月 

消費者信頼感・・・・ 87.2・・ 85.7・・91.9・・  93.1・・ 96.1・・ 90.7・・ 95.9 

景気現況指数・・・・101.2・・100.3・・105.1・・107.2・・108.9・・100.8・・107.0 

消費者期待指数・・・ 78.2・・ 76.4・・ 83.4・・ 84.1・・ 87.8・・ 84.2・・ 88.8 

1 年インフレ・・・・・2.8・・・2.9・・・2.8・・・2.8・・・2.7・・・2.8・・・2.6 

5 年インフレ・・・・・2.7・・・2.8・・・2.7・・・2.8・・・2.6・・・2.8・・・2.6 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、4-6 月期の米 GDP 確定値が上方修正され、米景気の堅調な回復が確認できたとして買いが先行し、

主要株価は堅調な動きとなった。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米 4-6 月期の GDP 確定値は年率換算で前期比+3.9％となり、改定値から 0.2 ポイント上方修正された。個人消

費や企業の設備投資、住宅投資がそれぞれ引き上げられ、1-3 月期からの持ち直しが一段と鮮明になった。 

 

 ①GDP の約 7 割を占める個人消費が+3.6％と改定値から 0.5 ポイント上方修正された。サービスや非耐久財の消費

が引き上げられた。また、設備投資も上方修正され、インフラ投資が大きく引き上げられたほか、機器投資もこれ

までのマイナスからプラスに修正された。住宅投資は、一戸建て住宅の好調を背景に+9.3％へ上方修正された。   

 

 ②ドル高や海外経済の減速の影響が懸念される輸出は+5.1％にやや下方修正。一方、輸入は 3.0％へ 0.2 ポイント

引き上げられた。 

 

 ③政府支出は+2.6％で改定値から変わらず。FRB が物価安定の指標とする個人消費支出（PCE）物価指数は、前年

同期比+0.3％と、1-3 月期から 0.1 ポイント上昇幅を拡大したが、インフレ目標の 2％を引き続き下回った。変動の

激しい食品とエネルギーを除いたコア PCE 物価指数は 1.3％上昇した。 

 

 

（2）9 月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の確報値は 87.2 となり、9 月の速報値から 1.5 ポイント上昇し、市場

予想の 86.7 も上回った。前月比では 4.7 ポイントの低下で、昨年 10 月以来、11 ヵ月ぶりの低水準となった。現状

指数は 101.2 と 9 月速報値から 0.9 ポイント上昇したが、前月から 3.9 ポイント低下した。また、1 年後のインフレ

期待は 2.8％で 9 月速報値から 0.1 ポイント下がり、前月から横ばいだった。   
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6109.01 +147.52 

仏 CAC40 4480.66 +133.42 

独 DAX 9688.53 +260.89 

ストック欧州 600指数 349.28 +9.65 

ユーロファースト 300指数 1374.50 +37.14 

スペイン IBEX35指数 9519.50 +228.10 

イタリア FTSE MIB 指数 21339.11 +757.28 

南ア アフリカ全株指数 50331.12 -50.51 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米 FRB 議長が前日の講演で年内利上げが適切との見解を示したことから、世界経済の先行き警戒

感が後退し、主要株価は大幅反発となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16392.17（+190.85）、S&P500 1946.76（+14.52） ナスダック 4749.71（+15.23） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米 FRB のイエレン議長が前日の講演で年内の利上げが適切との見方を示したこと

が嫌気され、売りが先行した。また、4-6 月期の米 GDP 確定値は上方修正となり、米景気の堅調な回復を示したこと

から、安全資産としての需要も後退した。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.97％（前日 2.92％）、10 年債が 2.18％（2.13％）、7 年債が 1.89％（1.82％）、5

年債が 1.49％（1.45％）、3 年債が 1.01％（0.97％）、2 年債が 0.71％（0.68％）。 



                                                     
 

7 
 

 

 

2：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ジョージ・カンザスシティー連銀総裁 

 

・「外部リスクが成長予測変えると思わない」 

・「利上げ支持を表明」 

・「しばらくの間、緩和的な政策が続く」 

・「経済はまだ正常な金利の準備できてない」 

・「金利の完璧な状況待つのは現実的でない」 

 

 

3：40 

NY 金は、中心限月が前日比 8.20 ドル安の 1 オンス＝1145.60 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.79 ドル高の 1 バレル＝45.70 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1145.60 -8.20 

NY 原油 45.70 +0.79 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米 FRB のイエレン議長が前日の講演で、年内の利上げが適切との見方を示したことから、ドルが主要通

貨に対して上昇となり、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、4-6 月期の米 GDP 確定値が上方修正されたことで、米景気の回復に伴う原油需要の増加期待が高まった。

ただ、世界的な供給過剰への警戒感も根強く、上値は限定的となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16314.67 +113.35 16465.23 16205.07 

S&P500種 1931.34 -0.90 1952.89 1921.50 

ナスダック 4686.50 -47.98 4785.22 4659.48 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、4-6 月期の米 GDP 確定値が上方修正され、米景気の堅調な回復が示されたことから買いが先行し、主

要株価は堅調な動きとなった。しかし、終盤には上げ幅を縮小し、ナスダックはマイナス圏まで下落する動きとな

った。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 263 ドル高まで上昇したものの、その後は大き

く上げ幅を縮小する場面もあった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 120.48  121.24  120.46  

EUR/JPY 135.03  135.39  134.78  

GBP/JPY 183.19  183.86  182.83  

AUD/JPY 84.68  84.99  84.47  

NZD/JPY 76.90  77.22  76.53  

EUR/USD 1.1209  1.1214  1.1126  

AUD/USD 0.7029  0.7035  0.6991  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米 GDP、個人消費が市場予想を上回る結果となり、ドル買いとなったものの、ドルの上値は限定的

となった。その後堅調な株価を受けてドル円・クロス円は底固い動きとなったが、株価が上げ幅を縮小したことか

ら、終盤には上値の重い動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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